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7/7
　　　水管理センターで、下水処理水を利用した
　　　稲作の実証実験を行うため、三城保育所
の園児と一緒に敷地内で田植えを行いました。
　この実験は、下水処理水を有効活用する検討
の一つとして、処理水と井戸水の混合条件を変え
て稲の生育や収穫量などを比較していきます。

浄 下
水
処
理
水
の
有
効
活
用
を
考
え
る

←
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、実

　証
実
験
の
お
手
伝
い
。

7/14
　　　域を活性させるため、住民の皆さんで考え、
　　　取り組む活動に市が支援する「住民主導
型地域活性化事業」の成果報告会を市コミセンで
開催しました。市内8地区の発表者が、昨年度取り
組んだ成果を発表。出席した皆さんは、自分の地域
にも取り入れようと、真剣に耳を傾けていました。

地 地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
報
告

←
各
地
区
と
も
工
夫
を
凝
ら
し

　た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　　　長をはじめ、地元選出県議会議員や市議
　　　会議員などが県庁を訪れ、県の施策に関す
る要望書を提出しました。今回は6項目を要望。そのう
ち、国道34号大村-諫早間の拡幅事業促進、県道
大村外環状線の整備促進、長崎空港の利便性
向上・機能強化の3項目を重点的に要望しました。

市 県
の
施
策
に
つ
い
て
６
項
目
を
要
望

←
中
村
県
知
事
に
要
望
書
を
手

　渡
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

7/16
　　　和60年に大村市女性防火クラブが結成さ
　　　れ、今年で30周年を迎えるにあたり、大村
消防署で記念式典が開催されました。同クラブは、
家庭内での防火思想の普及を図るために日々 活
動しており、訓練や講座などで知識を身につけ安
全・安心なまちづくりに貢献しています。

昭 地
域
へ
防
火
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

←
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

　り
な
が
ら
防
火
宣
言
。

7/17
　　　燥装置の専門メーカー大川原製作所が「ア
　　　ルカディア大村」に設計拠点を設置すること
が決定し、立地発表式を市役所で行いました。式で
は、松本市長が「市民を代表して歓迎します。今後
の事業展開に期待しています。」とあいさつ。新事業
所は、来年4月から本格的に開始する予定です。

乾 地
域
発
展
と
雇
用
創
出
に
期
待

←
大
川
原
社
長（
写
真
中
央
）

　と
松
本
市
長
が
固
い
握
手
。

7/28
　　　方創生の総合戦略の策定にあたり、次代
　　　を担う若い世代の意見を取り入れるため、
市内4校の高校生と市長が意見交換会を行いまし
た。 交換会では、3世代交流イベントの開催による
地域コミュニティの活性化や、若者が集う核となる施
設の必要性など、さまざまなアイデアが出されました。

地 若
い
世
代
の
意
見
を
地
方
創
生
に

地方創生に係る高校生との意見交換会

←
意
見
交
換
し
た
生
徒
の
皆

　さ
ん
と
記
念
撮
影
。

女性防火クラブ30周年記念式典 下水処理水を利用した稲作実証実験

㈱大川原製作所の立地発表式

県知事要望

住民主導型地域活性化事業成果報告会

　
市
民
の
皆
さ
ん
、県
立・市
立一体
型
図
書
館
と
新
大
村
市
民
病

院
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、「
県
立
図
書
館
を
大
村
市
へ
」を
合
言
葉
に
、市
民一

丸
と
な
っ
て
平
成
17
年
か
ら
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、熱
意
が
伝
わ
り
、平
成
25
年
に
大
村
市
への

建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、昨
年
７
月
に
策
定
し
た
整
備

基
本
計
画
を
基
に
、図
書
館
に
行
け
ば
何
か
に
出
会
え
る
、出
会
い

に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
図
書
館
を
め
ざ
し
、平
成
30
年
度
の
開
館
に
向

け
て
県
と
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
建
物
内
に
大
村
市
歴
史
資
料
館（
仮
称
）を
併
設
し

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
、郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、郷
土
愛
を

育
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、新
大
村
市
民
病
院
も
、建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。市
民

病
院
は
昭
和
26
年
に
開
院
、昭
和
54
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、

救
急
医
療
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
市
民
の
健
康
維
持
と
増
進
に

努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、慢
性
的
な
赤
字
経
営
が
続
く

な
ど
危
機
的
な
経
営
状
況
の
中
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、公
設
民
営
化
を
導
入
し
、病
院
の
経
営
を
民
間
に

委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
、経
営
は
順
調
で
す
。し
か
し
、施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、市
民
の
要
望
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
部
分
が
増

え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、コ
ン
パ
ク
ト
な
病
院
を
同
じ
敷
地
内
に
建

設
し
、平
成
29
年
４
月
の
開
院
を
め
ざ
し
て
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
、全
国
で
本
市
を
含
め
11
都
市
が「
都
市
再
構
築
戦
略
事

業
」の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、新
図
書
館
と
新
市

民
病
院
に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
10
億
５
千
万
円
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
、ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
重
要
施
設
で
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
図
書
館
と
新
市
民
病
院

vol.45

市 長
ムラコ

PICK UP

PICK UP

　
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、「
大
村
市
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。同
協
議
会
は
、商
工
会
議
所
や
観

光
コ
ン
ベン
ション
協
会
な
ど
15
の
関
係
団
体
が

設
立
発
起
人
と
な
り
、開
業
ま
で
の
７
年
間
、

広
報
・
啓
発
活
動
や
、イ
ベ
ン
ト
、お
も
て
な
し

計
画
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
、単
に
高
速
交
通
体
系

の
一つ
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
を
向

上
さ
せ
、新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
起
爆
剤

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同協議会では、個人や法人などの一般会員
を随時募集しています。新幹線まちづくり推
進室（内線159）へお問い合わせください。

↓駅前周辺整備イメー
ジのプロモーションビデ
オが上映され、参加者は
新幹線の開業に胸をふ
くらませていました。

←設立総会には、会員
や市民など約150人が
参加。

新
幹
線
開
業
に
ふ
く
ら
む
期
待

7/15

7/28

8/3

「大村市新幹線まちづくり推進協議会」設立総会

伊丹市・大村市姉妹都市提携35周年記念式典  飯南町・大村市友好交流都市協定提携

　
本
市
と
兵
庫
県
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
提

携
35
周
年
を
迎
え
、関
係
者
を
お
招
き
し
、記

念
式
典
を
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
い
る
島

根
県
飯
南
町
と
も
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、式
典
を
合
同
で
開
催
。本
市
も
こ

れ
ま
で
伊
丹
市
を
介
し
て
交
流
を
深
め
て
き

た
縁
が
あ
り
、こ
の
た
び
、飯
南
町
と
の
間
で
、

友
好
交
流
都
市
協
定
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、２
市
１
町
か
ら
約
４
０
０
人
が

参
加
。こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
さ
ら
な
る
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

↑山碕飯南町長、行澤伊丹市副市長
をはじめ、関係者の皆さんに出席いただ
き式典を盛大に開催。飯南町と友好交
流都市協定を提携し、幅広い分野で交
流していくことを確認しました。

↓大村少年合唱団
の皆さんが、それぞれ
の市・町歌を合唱し、
35周年の節目を祝っ
てくれました。

２
市
１
町
の
交
流
の
絆
を
深
め
る

会員を募集しています
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7/7
　　　水管理センターで、下水処理水を利用した
　　　稲作の実証実験を行うため、三城保育所
の園児と一緒に敷地内で田植えを行いました。
　この実験は、下水処理水を有効活用する検討
の一つとして、処理水と井戸水の混合条件を変え
て稲の生育や収穫量などを比較していきます。

浄 下
水
処
理
水
の
有
効
活
用
を
考
え
る

←
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、実

　証
実
験
の
お
手
伝
い
。

7/14
　　　域を活性させるため、住民の皆さんで考え、
　　　取り組む活動に市が支援する「住民主導
型地域活性化事業」の成果報告会を市コミセンで
開催しました。市内8地区の発表者が、昨年度取り
組んだ成果を発表。出席した皆さんは、自分の地域
にも取り入れようと、真剣に耳を傾けていました。

地 地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
報
告

←
各
地
区
と
も
工
夫
を
凝
ら
し

　た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　　　長をはじめ、地元選出県議会議員や市議
　　　会議員などが県庁を訪れ、県の施策に関す
る要望書を提出しました。今回は6項目を要望。そのう
ち、国道34号大村-諫早間の拡幅事業促進、県道
大村外環状線の整備促進、長崎空港の利便性
向上・機能強化の3項目を重点的に要望しました。

市 県
の
施
策
に
つ
い
て
６
項
目
を
要
望

←
中
村
県
知
事
に
要
望
書
を
手

　渡
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

7/16
　　　和60年に大村市女性防火クラブが結成さ
　　　れ、今年で30周年を迎えるにあたり、大村
消防署で記念式典が開催されました。同クラブは、
家庭内での防火思想の普及を図るために日々 活
動しており、訓練や講座などで知識を身につけ安
全・安心なまちづくりに貢献しています。

昭 地
域
へ
防
火
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

←
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

　り
な
が
ら
防
火
宣
言
。

7/17
　　　燥装置の専門メーカー大川原製作所が「ア
　　　ルカディア大村」に設計拠点を設置すること
が決定し、立地発表式を市役所で行いました。式で
は、松本市長が「市民を代表して歓迎します。今後
の事業展開に期待しています。」とあいさつ。新事業
所は、来年4月から本格的に開始する予定です。

乾 地
域
発
展
と
雇
用
創
出
に
期
待

←
大
川
原
社
長（
写
真
中
央
）

　と
松
本
市
長
が
固
い
握
手
。

7/28
　　　方創生の総合戦略の策定にあたり、次代
　　　を担う若い世代の意見を取り入れるため、
市内4校の高校生と市長が意見交換会を行いまし
た。 交換会では、3世代交流イベントの開催による
地域コミュニティの活性化や、若者が集う核となる施
設の必要性など、さまざまなアイデアが出されました。

地 若
い
世
代
の
意
見
を
地
方
創
生
に

地方創生に係る高校生との意見交換会

←
意
見
交
換
し
た
生
徒
の
皆

　さ
ん
と
記
念
撮
影
。

女性防火クラブ30周年記念式典 下水処理水を利用した稲作実証実験

㈱大川原製作所の立地発表式

県知事要望

住民主導型地域活性化事業成果報告会

　
市
民
の
皆
さ
ん
、県
立・市
立一体
型
図
書
館
と
新
大
村
市
民
病

院
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、「
県
立
図
書
館
を
大
村
市
へ
」を
合
言
葉
に
、市
民一

丸
と
な
っ
て
平
成
17
年
か
ら
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、熱
意
が
伝
わ
り
、平
成
25
年
に
大
村
市
への

建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、昨
年
７
月
に
策
定
し
た
整
備

基
本
計
画
を
基
に
、図
書
館
に
行
け
ば
何
か
に
出
会
え
る
、出
会
い

に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
図
書
館
を
め
ざ
し
、平
成
30
年
度
の
開
館
に
向

け
て
県
と
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
建
物
内
に
大
村
市
歴
史
資
料
館（
仮
称
）を
併
設
し

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
、郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、郷
土
愛
を

育
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、新
大
村
市
民
病
院
も
、建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。市
民

病
院
は
昭
和
26
年
に
開
院
、昭
和
54
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、

救
急
医
療
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
市
民
の
健
康
維
持
と
増
進
に

努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、慢
性
的
な
赤
字
経
営
が
続
く

な
ど
危
機
的
な
経
営
状
況
の
中
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、公
設
民
営
化
を
導
入
し
、病
院
の
経
営
を
民
間
に

委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
、経
営
は
順
調
で
す
。し
か
し
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設
の
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朽
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進
み
、市
民
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望
に
十
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に
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で
き
な
い
部
分
が
増

え
て
き
ま
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た
。そ
こ
で
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ン
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ク
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病
院
を
同
じ
敷
地
内
に
建
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し
、平
成
29
年
４
月
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開
院
を
め
ざ
し
て
着
実
に
進
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て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
、全
国
で
本
市
を
含
め
11
都
市
が「
都
市
再
構
築
戦
略
事

業
」の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、新
図
書
館
と
新
市

民
病
院
に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
10
億
５
千
万
円
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
、ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
重
要
施
設
で
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
図
書
館
と
新
市
民
病
院
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市
内
の
ホ
テ
ル
で
、「
大
村
市
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。同
協
議
会
は
、商
工
会
議
所
や
観

光
コ
ン
ベン
ション
協
会
な
ど
15
の
関
係
団
体
が

設
立
発
起
人
と
な
り
、開
業
ま
で
の
７
年
間
、

広
報
・
啓
発
活
動
や
、イ
ベ
ン
ト
、お
も
て
な
し

計
画
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
、単
に
高
速
交
通
体
系

の
一つ
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
を
向

上
さ
せ
、新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
起
爆
剤

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同協議会では、個人や法人などの一般会員
を随時募集しています。新幹線まちづくり推
進室（内線159）へお問い合わせください。

↓駅前周辺整備イメー
ジのプロモーションビデ
オが上映され、参加者は
新幹線の開業に胸をふ
くらませていました。

←設立総会には、会員
や市民など約150人が
参加。

新
幹
線
開
業
に
ふ
く
ら
む
期
待

7/15

7/28

8/3

「大村市新幹線まちづくり推進協議会」設立総会

伊丹市・大村市姉妹都市提携35周年記念式典  飯南町・大村市友好交流都市協定提携

　
本
市
と
兵
庫
県
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
提

携
35
周
年
を
迎
え
、関
係
者
を
お
招
き
し
、記

念
式
典
を
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
い
る
島

根
県
飯
南
町
と
も
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、式
典
を
合
同
で
開
催
。本
市
も
こ

れ
ま
で
伊
丹
市
を
介
し
て
交
流
を
深
め
て
き

た
縁
が
あ
り
、こ
の
た
び
、飯
南
町
と
の
間
で
、

友
好
交
流
都
市
協
定
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、２
市
１
町
か
ら
約
４
０
０
人
が

参
加
。こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
さ
ら
な
る
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

↑山碕飯南町長、行澤伊丹市副市長
をはじめ、関係者の皆さんに出席いただ
き式典を盛大に開催。飯南町と友好交
流都市協定を提携し、幅広い分野で交
流していくことを確認しました。

↓大村少年合唱団
の皆さんが、それぞれ
の市・町歌を合唱し、
35周年の節目を祝っ
てくれました。

２
市
１
町
の
交
流
の
絆
を
深
め
る

会員を募集しています

広報おおむら 2015年９月号 ８
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7/7
　　　水管理センターで、下水処理水を利用した
　　　稲作の実証実験を行うため、三城保育所
の園児と一緒に敷地内で田植えを行いました。
　この実験は、下水処理水を有効活用する検討
の一つとして、処理水と井戸水の混合条件を変え
て稲の生育や収穫量などを比較していきます。

浄 下
水
処
理
水
の
有
効
活
用
を
考
え
る

←
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、実

　証
実
験
の
お
手
伝
い
。

7/14
　　　域を活性させるため、住民の皆さんで考え、
　　　取り組む活動に市が支援する「住民主導
型地域活性化事業」の成果報告会を市コミセンで
開催しました。市内8地区の発表者が、昨年度取り
組んだ成果を発表。出席した皆さんは、自分の地域
にも取り入れようと、真剣に耳を傾けていました。

地 地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
報
告

←
各
地
区
と
も
工
夫
を
凝
ら
し

　た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　　　長をはじめ、地元選出県議会議員や市議
　　　会議員などが県庁を訪れ、県の施策に関す
る要望書を提出しました。今回は6項目を要望。そのう
ち、国道34号大村-諫早間の拡幅事業促進、県道
大村外環状線の整備促進、長崎空港の利便性
向上・機能強化の3項目を重点的に要望しました。

市 県
の
施
策
に
つ
い
て
６
項
目
を
要
望

←
中
村
県
知
事
に
要
望
書
を
手

　渡
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

7/16
　　　和60年に大村市女性防火クラブが結成さ
　　　れ、今年で30周年を迎えるにあたり、大村
消防署で記念式典が開催されました。同クラブは、
家庭内での防火思想の普及を図るために日々 活
動しており、訓練や講座などで知識を身につけ安
全・安心なまちづくりに貢献しています。

昭 地
域
へ
防
火
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

←
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

　り
な
が
ら
防
火
宣
言
。

7/17
　　　燥装置の専門メーカー大川原製作所が「ア
　　　ルカディア大村」に設計拠点を設置すること
が決定し、立地発表式を市役所で行いました。式で
は、松本市長が「市民を代表して歓迎します。今後
の事業展開に期待しています。」とあいさつ。新事業
所は、来年4月から本格的に開始する予定です。

乾 地
域
発
展
と
雇
用
創
出
に
期
待

←
大
川
原
社
長（
写
真
中
央
）

　と
松
本
市
長
が
固
い
握
手
。

7/28
　　　方創生の総合戦略の策定にあたり、次代
　　　を担う若い世代の意見を取り入れるため、
市内4校の高校生と市長が意見交換会を行いまし
た。 交換会では、3世代交流イベントの開催による
地域コミュニティの活性化や、若者が集う核となる施
設の必要性など、さまざまなアイデアが出されました。

地 若
い
世
代
の
意
見
を
地
方
創
生
に

地方創生に係る高校生との意見交換会

←
意
見
交
換
し
た
生
徒
の
皆

　さ
ん
と
記
念
撮
影
。

女性防火クラブ30周年記念式典 下水処理水を利用した稲作実証実験

㈱大川原製作所の立地発表式

県知事要望

住民主導型地域活性化事業成果報告会

　
市
民
の
皆
さ
ん
、県
立・市
立一体
型
図
書
館
と
新
大
村
市
民
病

院
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、「
県
立
図
書
館
を
大
村
市
へ
」を
合
言
葉
に
、市
民一

丸
と
な
っ
て
平
成
17
年
か
ら
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、熱
意
が
伝
わ
り
、平
成
25
年
に
大
村
市
への

建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、昨
年
７
月
に
策
定
し
た
整
備

基
本
計
画
を
基
に
、図
書
館
に
行
け
ば
何
か
に
出
会
え
る
、出
会
い

に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
図
書
館
を
め
ざ
し
、平
成
30
年
度
の
開
館
に
向

け
て
県
と
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
建
物
内
に
大
村
市
歴
史
資
料
館（
仮
称
）を
併
設
し

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
、郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、郷
土
愛
を

育
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、新
大
村
市
民
病
院
も
、建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。市
民

病
院
は
昭
和
26
年
に
開
院
、昭
和
54
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、

救
急
医
療
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
市
民
の
健
康
維
持
と
増
進
に

努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、慢
性
的
な
赤
字
経
営
が
続
く

な
ど
危
機
的
な
経
営
状
況
の
中
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、公
設
民
営
化
を
導
入
し
、病
院
の
経
営
を
民
間
に

委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
、経
営
は
順
調
で
す
。し
か
し
、施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、市
民
の
要
望
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
部
分
が
増

え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、コ
ン
パ
ク
ト
な
病
院
を
同
じ
敷
地
内
に
建

設
し
、平
成
29
年
４
月
の
開
院
を
め
ざ
し
て
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
、全
国
で
本
市
を
含
め
11
都
市
が「
都
市
再
構
築
戦
略
事

業
」の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、新
図
書
館
と
新
市

民
病
院
に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
10
億
５
千
万
円
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
、ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
重
要
施
設
で
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
図
書
館
と
新
市
民
病
院

vol.45

市 長
ムラコ

PICK UP

PICK UP

　
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、「
大
村
市
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。同
協
議
会
は
、商
工
会
議
所
や
観

光
コ
ン
ベン
ション
協
会
な
ど
15
の
関
係
団
体
が

設
立
発
起
人
と
な
り
、開
業
ま
で
の
７
年
間
、

広
報
・
啓
発
活
動
や
、イ
ベ
ン
ト
、お
も
て
な
し

計
画
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
、単
に
高
速
交
通
体
系

の
一つ
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
を
向

上
さ
せ
、新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
起
爆
剤

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同協議会では、個人や法人などの一般会員
を随時募集しています。新幹線まちづくり推
進室（内線159）へお問い合わせください。

↓駅前周辺整備イメー
ジのプロモーションビデ
オが上映され、参加者は
新幹線の開業に胸をふ
くらませていました。

←設立総会には、会員
や市民など約150人が
参加。

新
幹
線
開
業
に
ふ
く
ら
む
期
待

7/15

7/28

8/3

「大村市新幹線まちづくり推進協議会」設立総会

伊丹市・大村市姉妹都市提携35周年記念式典  飯南町・大村市友好交流都市協定提携

　
本
市
と
兵
庫
県
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
提

携
35
周
年
を
迎
え
、関
係
者
を
お
招
き
し
、記

念
式
典
を
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
い
る
島

根
県
飯
南
町
と
も
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、式
典
を
合
同
で
開
催
。本
市
も
こ

れ
ま
で
伊
丹
市
を
介
し
て
交
流
を
深
め
て
き

た
縁
が
あ
り
、こ
の
た
び
、飯
南
町
と
の
間
で
、

友
好
交
流
都
市
協
定
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、２
市
１
町
か
ら
約
４
０
０
人
が

参
加
。こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
さ
ら
な
る
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

↑山碕飯南町長、行澤伊丹市副市長
をはじめ、関係者の皆さんに出席いただ
き式典を盛大に開催。飯南町と友好交
流都市協定を提携し、幅広い分野で交
流していくことを確認しました。

↓大村少年合唱団
の皆さんが、それぞれ
の市・町歌を合唱し、
35周年の節目を祝っ
てくれました。

２
市
１
町
の
交
流
の
絆
を
深
め
る

会員を募集しています
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7/7
　　　水管理センターで、下水処理水を利用した
　　　稲作の実証実験を行うため、三城保育所
の園児と一緒に敷地内で田植えを行いました。
　この実験は、下水処理水を有効活用する検討
の一つとして、処理水と井戸水の混合条件を変え
て稲の生育や収穫量などを比較していきます。

浄 下
水
処
理
水
の
有
効
活
用
を
考
え
る

←
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、実

　証
実
験
の
お
手
伝
い
。

7/14
　　　域を活性させるため、住民の皆さんで考え、
　　　取り組む活動に市が支援する「住民主導
型地域活性化事業」の成果報告会を市コミセンで
開催しました。市内8地区の発表者が、昨年度取り
組んだ成果を発表。出席した皆さんは、自分の地域
にも取り入れようと、真剣に耳を傾けていました。

地 地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
報
告

←
各
地
区
と
も
工
夫
を
凝
ら
し

　た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　　　長をはじめ、地元選出県議会議員や市議
　　　会議員などが県庁を訪れ、県の施策に関す
る要望書を提出しました。今回は6項目を要望。そのう
ち、国道34号大村-諫早間の拡幅事業促進、県道
大村外環状線の整備促進、長崎空港の利便性
向上・機能強化の3項目を重点的に要望しました。

市 県
の
施
策
に
つ
い
て
６
項
目
を
要
望

←
中
村
県
知
事
に
要
望
書
を
手

　渡
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

7/16
　　　和60年に大村市女性防火クラブが結成さ
　　　れ、今年で30周年を迎えるにあたり、大村
消防署で記念式典が開催されました。同クラブは、
家庭内での防火思想の普及を図るために日々 活
動しており、訓練や講座などで知識を身につけ安
全・安心なまちづくりに貢献しています。

昭 地
域
へ
防
火
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

←
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

　り
な
が
ら
防
火
宣
言
。

7/17
　　　燥装置の専門メーカー大川原製作所が「ア
　　　ルカディア大村」に設計拠点を設置すること
が決定し、立地発表式を市役所で行いました。式で
は、松本市長が「市民を代表して歓迎します。今後
の事業展開に期待しています。」とあいさつ。新事業
所は、来年4月から本格的に開始する予定です。

乾 地
域
発
展
と
雇
用
創
出
に
期
待

←
大
川
原
社
長（
写
真
中
央
）

　と
松
本
市
長
が
固
い
握
手
。

7/28
　　　方創生の総合戦略の策定にあたり、次代
　　　を担う若い世代の意見を取り入れるため、
市内4校の高校生と市長が意見交換会を行いまし
た。 交換会では、3世代交流イベントの開催による
地域コミュニティの活性化や、若者が集う核となる施
設の必要性など、さまざまなアイデアが出されました。

地 若
い
世
代
の
意
見
を
地
方
創
生
に

地方創生に係る高校生との意見交換会

←
意
見
交
換
し
た
生
徒
の
皆

　さ
ん
と
記
念
撮
影
。

女性防火クラブ30周年記念式典 下水処理水を利用した稲作実証実験

㈱大川原製作所の立地発表式

県知事要望

住民主導型地域活性化事業成果報告会

　
市
民
の
皆
さ
ん
、県
立・市
立一体
型
図
書
館
と
新
大
村
市
民
病

院
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、「
県
立
図
書
館
を
大
村
市
へ
」を
合
言
葉
に
、市
民一

丸
と
な
っ
て
平
成
17
年
か
ら
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、熱
意
が
伝
わ
り
、平
成
25
年
に
大
村
市
への

建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、昨
年
７
月
に
策
定
し
た
整
備

基
本
計
画
を
基
に
、図
書
館
に
行
け
ば
何
か
に
出
会
え
る
、出
会
い

に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
図
書
館
を
め
ざ
し
、平
成
30
年
度
の
開
館
に
向

け
て
県
と
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
建
物
内
に
大
村
市
歴
史
資
料
館（
仮
称
）を
併
設
し

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
、郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、郷
土
愛
を

育
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、新
大
村
市
民
病
院
も
、建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。市
民

病
院
は
昭
和
26
年
に
開
院
、昭
和
54
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、

救
急
医
療
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
市
民
の
健
康
維
持
と
増
進
に

努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、慢
性
的
な
赤
字
経
営
が
続
く

な
ど
危
機
的
な
経
営
状
況
の
中
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、公
設
民
営
化
を
導
入
し
、病
院
の
経
営
を
民
間
に

委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
、経
営
は
順
調
で
す
。し
か
し
、施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、市
民
の
要
望
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
部
分
が
増

え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、コ
ン
パ
ク
ト
な
病
院
を
同
じ
敷
地
内
に
建

設
し
、平
成
29
年
４
月
の
開
院
を
め
ざ
し
て
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
、全
国
で
本
市
を
含
め
11
都
市
が「
都
市
再
構
築
戦
略
事

業
」の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、新
図
書
館
と
新
市

民
病
院
に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
10
億
５
千
万
円
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は
、ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
重
要
施
設
で
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
図
書
館
と
新
市
民
病
院

vol.45

市 長
ムラコ

PICK UP

PICK UP

　
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、「
大
村
市
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。同
協
議
会
は
、商
工
会
議
所
や
観

光
コ
ン
ベン
ション
協
会
な
ど
15
の
関
係
団
体
が

設
立
発
起
人
と
な
り
、開
業
ま
で
の
７
年
間
、

広
報
・
啓
発
活
動
や
、イ
ベ
ン
ト
、お
も
て
な
し

計
画
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
幹
線
の
開
業
は
、単
に
高
速
交
通
体
系

の
一つ
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
を
向

上
さ
せ
、新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
起
爆
剤

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同協議会では、個人や法人などの一般会員
を随時募集しています。新幹線まちづくり推
進室（内線159）へお問い合わせください。

↓駅前周辺整備イメー
ジのプロモーションビデ
オが上映され、参加者は
新幹線の開業に胸をふ
くらませていました。

←設立総会には、会員
や市民など約150人が
参加。

新
幹
線
開
業
に
ふ
く
ら
む
期
待

7/15

7/28

8/3

「大村市新幹線まちづくり推進協議会」設立総会

伊丹市・大村市姉妹都市提携35周年記念式典  飯南町・大村市友好交流都市協定提携

　
本
市
と
兵
庫
県
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
提

携
35
周
年
を
迎
え
、関
係
者
を
お
招
き
し
、記

念
式
典
を
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
丹
市
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
い
る
島

根
県
飯
南
町
と
も
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、式
典
を
合
同
で
開
催
。本
市
も
こ

れ
ま
で
伊
丹
市
を
介
し
て
交
流
を
深
め
て
き

た
縁
が
あ
り
、こ
の
た
び
、飯
南
町
と
の
間
で
、

友
好
交
流
都
市
協
定
を
提
携
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、２
市
１
町
か
ら
約
４
０
０
人
が

参
加
。こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
さ
ら
な
る
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

↑山碕飯南町長、行澤伊丹市副市長
をはじめ、関係者の皆さんに出席いただ
き式典を盛大に開催。飯南町と友好交
流都市協定を提携し、幅広い分野で交
流していくことを確認しました。

↓大村少年合唱団
の皆さんが、それぞれ
の市・町歌を合唱し、
35周年の節目を祝っ
てくれました。

２
市
１
町
の
交
流
の
絆
を
深
め
る

会員を募集しています

広報おおむら 2015年９月号９


